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令和５ 年度   

病害虫発生予報 第４号（７月予報）  

 

和 歌 山県 農作 物 病害 虫防 除 所   

＜予報の概要＞  

作物名  病害虫 名  発生量  作物名  病害虫 名  発生量  

水稲  
 
 
 
 
 
 

 

いもち 病  
紋枯病  
縞葉枯 病  
ヒメト ビウン カ  
ツマグ ロヨコ バイ  
セジロ ウンカ  
トビイ ロウン カ  
コブノ メイガ  

並  
並  

やや少  
並  
並  
並  
並  
並  

野菜全 般  

 

 

ミ ナ ミ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
ミ カ ン キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ  

やや少  
並  

やや少  

カンキ ツ  
 
 
 

 

 

黒点病  
かいよ う病  
ミカン ハダニ  
ヤ ノ ネ カ イ ガ ラ ム シ  
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ  
ゴマダ ラカミ キリ  

やや多  
並  
並  
並  

やや少  

並  ウリ科 野
菜  
 

 

疫病  
うどん こ病  
つる枯 病  
炭疽病  

並  
並  
並  
多  

カキ  

 

 

 

炭疽病  
うどん こ病  
円星落 葉病  
角斑落 葉病  
フ ジ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ  

並  
並  

やや多  

やや多  
少  

ナス科 野
菜  

疫病  

 

並  

 

野菜全 般  

 

アブラ ムシ類  

 

ハダニ 類  

県 北 部  並
 

県 中 部  多  

並  

 

モモ  

 

せん孔 細菌病  

カイガ ラムシ 類  

並  

やや多  

果樹全 般  カメム シ類  少  

 

気象予報  

 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 06/24～ 07/23）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）  

 

 

 

 

 

 

 

向こう１か月
天候 平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。

06/24～07/23
気温 平均気温は、高い確率60％です。

１週目
06/24～06/30

２週目
07/01～07/07

３～４週目
07/08～07/21

３～４週目は、平年並または高い確率ともに40％です。

2023年06月22日14時30分 大阪管区気象台 発表

気温 １週目は、高い確率60％です。

気温 ２週目は、高い確率50％です。

気温

10

20

20
日照時間 近畿地方

気  温 近畿地方

降水量 近畿地方

10 30 60

30 30 40

40 30 30

低い（少ない） 平年並 高い（多い）



Ⅰ．水  稲  

 

 １． いもち 病（ 葉い もち）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中 旬 の発病 株率 は０％

（平年 0.8％ ）で あった 。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  低温 、日 照不足 、長 雨が続 く と発生 しやす い。  

    ②  補植 用苗 は葉い もち の発生 源 となる ので、 早急 に処 分する 。  

    ③  常発 地や 罹病性 品種 （「コ シ ヒカリ 」、「 キヌ ヒカ リ」等 ） の 栽培ほ 場

では初 発時期 に注 意し 、発生 がみ られた ら 直ちに 薬剤防 除を 行う 。  

 

 ２． 紋枯病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の発病 株率 は０％  

     （ 平年 ０％ ）であ った 。  

②  県 北部お よび 中部 の普通 期栽 培にお け る前年 ９月上 旬の 発病 株率は 7.7 

％（平 年 15.5％） であ った。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  梅雨 明け 後の高 温期 から病 勢 が急激 に進展 する ので 、常発 地や 前年の 多  

     発 ほ場 では 幼穂形 成期 ～穂ば ら み期の 防除を 徹底 する 。  

 

 ３． 縞葉枯 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の発病 株率 は０％

（平年 ０％） であ った 。  

    ②  県北 部お よび中 部の 本田に お ける前 年のイ ネ縞 葉枯 病の発 生面 積率は ０

％（平 年５％ ）で あっ た。  

    ③  県北 部に おける ヒメ トビウ ン カ（越 冬世代 ）の イネ 縞葉枯 病ウ イルス 保

     毒 虫率 は、 和歌山 市 1.7％（ 平 年 5.8％）、 かつ らぎ 町 1.2％（平 年 6.9 

     ％ ）で あっ た。  

    ④  ヒメ トビ ウンカ の７ 月の発 生 量は平 年並と 予想 され る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ヒメ トビ ウンカ の防 除を行 う 。 本虫 の第２ 世代 成虫 は６月 下旬 頃に水 田

に飛来 し、第 ３世 代幼 虫の発 生最 盛期 は ７ 月上旬 頃と考 えら れる 。前年 に

縞葉枯 病の発 生が 認め られた 地域 では、 幼 虫を対 象にこ の時 期の 追加防 除

を行う 。  

 

 ４． ヒメト ビウ ンカ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の 25 株あた り生 息

密度は ０頭（ 平年 0.2 頭）で あっ た。  

    ②  予察 灯に よる６ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市２ 頭（平 年 1.2 頭） 、

上富田 町０頭 （平 年 0.4 頭） 、那 智勝浦 町 ０頭（ 平年 1.3 頭 ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  



    ①  育苗 箱施 薬剤を 施用 した６ 月 田植え のほ場 では 、縞 葉枯病 の発 生が認 め

られる 地域以 外は ７月 の防除 は必 要ない 。  

 

 ５． ツマグ ロヨ コバ イ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の 25 株あた り生 息

密度は 1.0 頭 （平 年 0.5 頭） であ った。  

    ②  予察 灯に よる６ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市 64 頭（ 平年 5.5

頭）、 上富田 町０ 頭（ 平年 1.2 頭 ）、那 智 勝浦町 １頭（ 平年 9.6 頭）で あ

った。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  育苗 箱施 薬剤を 施用 した６ 月 田植え のほ場 では 、７ 月の防 除は 必要な

い。  

 

 ６． セジロ ウン カ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の 25 株あた り生 息

密度は ０頭（ 平年 0.4 頭）で あっ た。  

    ②  予察 灯に よる６ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市０ 頭（平 年 2.7 頭） 、

上富田 町１頭 （平 年 3.6 頭） 、那 智勝浦 町 12 頭（ 平年 9.8 頭 ）で あっ

た。  

    ③  予察 灯へ の初飛 来は 、那智 勝 浦町６ 月 10 日 (平 年６ 月４日 ）、 上富田 町

６月 11 日（ 平年 ６月９ 日） であっ た。 紀の 川市（ 平年６ 月 21 日） では ６

月 20 日 現在 、飛 来を認 めて いない 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ツマ グロ ヨコバ イに 準ずる 。  

 

 ７． トビイ ロウ ンカ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の 25 株あた り生 息

密度は ０頭（ 平年 ０頭 ）であ った 。  

    ②  予察 灯に よる６ 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、紀 の川 市０ 頭（平 年 ０ 頭）、 上

富田町 ０頭（ 平年 0.3 頭）、 那智 勝浦町 ０ 頭（平 年 0.4 頭） であ った。  

    ③  予察 灯へ の初飛 来は 、紀の 川 市 (平年 ７月 13 日 ）、 上富田 町（ 平年６ 月

29 日） 、那 智勝浦 町（ 平年６ 月 29 日） と も６月 20 日 現在 、飛来 を認 めて

いない 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発生 ほ場 では、 出穂 前の防 除 に努め る。本 虫は 株元 に多く 生息 するの

で、薬 剤が株 元に 届く ように 散布 する。  

 

 ８． コブノ メイ ガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県南 部（ 田辺市 以南 ）の早 期 栽培に おける ６月 中旬 の 25 株あた り被 害

葉数は ０葉（ 平年 ０葉 ）であ った 。  

    ②  紀の 川市 の蛍光 灯誘 殺箱に よ る６月 １～ 20 日の 誘殺 数は０ 頭（ 平年 ０

頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  第１ 世代 の発蛾 最盛 期は平 年 ７月下 旬頃で ある 。防 除適期 は、 粒剤の 場



合は第 １世代 の発 蛾最 盛期、 その 他の薬 剤 （乳剤 、水溶 剤、 フロ アブル

等）の 場合は 第２ 世代 幼虫発 生時 期（第 １ 世代の 発蛾最 盛期 の７ 日後） で

ある。  

    ②  幼穂 形成 期後、 出穂 期頃ま で に上位 ２葉の 被害 葉率 が 40％ にな ると 10

％程度 減収す る。 それ 以降の 被害 は被害 葉 率 80％ 以上 でも収 量・ 品質に 及

ぼす影 響は小 さい ので 、県南 部の 早期栽 培 では防 除の必 要性 は低 い。  

 

 ※  水稲害 虫の 発生 動向に つい ては、 農 業環境 ・鳥獣 害対 策室 ウェブ ペー ジ内農 作

  物 病害虫 防除 所の 水稲害 虫の 予察灯 誘 殺消長 も参考 にす る。  

 

 

Ⅱ．野  菜  

 

＜ウリ科野菜＞  

 １． 疫病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月 中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ０

％）で あった 。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ほ場 の排 水を良 くし 、冠水 や 滞水を 防ぐ。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （ 平年 ０

％）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月 中旬 の発 生ほ 場率は ６％ （平年 １

％）、 発病葉 率 0.1％（ 平年 0.0％ ）で あっ た。  

    ③  県北 部の 施設栽 培キ ュウリ に おける ６月中 旬の 発生 ほ場率 は 10％（ 平年

28％） 、発病 葉率 0.4％ （ 3.3％） であ った 。  

    ④  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  同一 系統 の薬剤 の連 用は耐 性 菌の発 生を助 長す るの で、 複 数系 統の薬 剤

による ローテ ーシ ョン 散布を 行う 。  

 

 ３． つる枯 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ：

発生ほ 場率１ ％、 発病 葉率 0.0％ ）であ っ た。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月 中旬 の発 生ほ 場率は ０％ （平年 ：

発生ほ 場率９ ％、 発病 葉率 2.0％ ）であ っ た。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  降雨 にと もない 株元 から発 病 するの で、薬 剤散 布に あたっ ては 薬液が 株

     元 にも 十分 かかる よう に行う 。  



 

 ４． 炭疽病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月中旬 の発 生ほ 場率は 17％ （平 年３

％）、 発病葉 率 1.1％（ 平年 0.3％ ）で あっ た。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ス イカに お ける６ 月 中旬 の発 生ほ 場率は 83％ （平 年  

13％） 、発病 葉率 8.3％ （平 年 1.6％） であ った。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発病 した 茎葉や 果実 は、ほ 場 外に持 ち出す 。  

    ②  降雨 日が 連続す ると 多発す る 可能性 がある ので 、長 雨が予 想さ れる場 合

     は 予防 散布 を実施 する 。  

    ③  令和 ５年 度病害 虫発 生予察 注 意報第 １号（ 令和 ５年 ６月 20 日発 表） を

参照す る。  

 

＜ナス科野菜＞  

 １． 疫病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る６月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 過去 ９ 年

の平均 ０％） であ った 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培ミ ニトマ ト におけ る６月 中旬 の発 生ほ場 率は ０％（ 平

年：発 生ほ場 率４ ％、 発病株 率 0.5％） で あった 。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  梅雨 末期 の多雨 で急 激に病 勢 が進展 するた め、 降雨 前の予 防散 布に努 め

る。予 防散布 がで きな かった 場合 は降雨 後 に早急 に防除 する 。  

    ②  ほ場 の排 水を良 くし 、冠水 や 滞水を 防ぐ。  

 

＜野菜全般＞  

 １． アブラ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量   県北 部  並  

                県中 部  多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る６月 中旬の 生息 葉率 は、モ モア カアブ ラ

ムシ 3.4％（ 平年 0.1％ ）、 ワタア ブラ ム シ 0.3％（平 年 0.9％） であ っ

た。  

    ②  県中 部の 露地お よび 施設栽 培 スイカ におけ る６ 月中 旬のワ タア ブラム シ

の発生 ほ場率 は 88％（ 平年 74％） 、生 息葉 率は 17.5％ （平 年 7.4％）で

あった 。  

    ③  黄色 水盤 （紀の 川市 ）によ る ６月１ ～ 20 日の誘 殺数 は 106 頭（ 平年  

110.5 頭）で あっ た。  

    ④  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ２． ハダニ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  



  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る６月 中旬の 発生 ほ場 率は、 カン ザワハ ダ

ニ 29％ （平 年 31％）、 ナミ ハダニ ０％ （平 年 ７％ ）であ った 。  

    ②  県中 部の 露地お よび 施設栽 培 スイカ におけ る６ 月中 旬の発 生ほ 場率は 、

カンザ ワハダ ニ 53％（ 平年 43％） 、ナ ミハ ダニ６ ％（平 年 12％） であっ

た。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

    ②  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ３． ミナミ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る６月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年： 発

生ほ場 率 23％、生 息葉 率 6.8％） であっ た 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発生 が多 い場合 は４ ～５日 間 隔で２ 回以上 、薬 剤を 散布す る。  

    ②  施設 栽培 では、 栽培 終了後 に 抜根し た上で ７～ 10 日 間以上 施設 を密 閉し

てアザ ミウマ を死 滅さ せ、後 作や 周辺の 野 菜等で の発生 源に なら ないよ う

にする 。  

 

 ４． ミカン キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の 露地栽 培ナ スにお け る６月 中旬の 発生 ほ場 率は０ ％（ 平年： 発

生ほ場 率８％ 、生 息葉 率 1.2％） であっ た 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ミナ ミキ イロア ザミ ウマに 準 ずる。  

 

 ５． シロイ チモ ジヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地お よび 施設栽 培 スイカ におけ る６ 月中 旬の被 害果 率は 0.2

％（平 年 4.8％） であっ た。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ による ６ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 ４頭 （平

年 17.0 頭） 、御 坊市 18 頭（ 平年 51.5 頭） であっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  若齢 幼虫 を対象 に初 期防除 に 努める 。  

    ②  幼虫 は作 物の生 長点 付近の 未 展開葉 に潜入 する ので 、薬剤 によ る防除 効

     果 が上 がり にくい 。初 期は局 部 的に発 生する ので 、管 理作業 時に 見つけ し

     だ い捕 殺す る。  

 

 

Ⅲ．果  樹  

 

＜カンキツ＞  

 １． 黒点病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  



    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の発生 ほ場率 は 25％（ 平年 11％） 、発 病果 率は 2.1％（ 平年 1.5％ ）で あ

った。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  マン ゼブ 剤また はマ ンネブ 剤 を用い る場合 、散 布後 の累積 降水 量が 200

～ 250mm とな った 時点ま たは １か 月を経 過 した時 点のど ちら かの 早いタ イ

ミング で次の 散布 を行 う。  

    ②  過乾 燥等 で樹勢 が衰 弱する と 伝染源 の枯れ 枝が 増え るおそ れが あるた

め、か ん水等 の栽 培管 理を適 切に 行う。   

 

 ２． かいよ う病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の春葉 での発 生ほ 場率 は 18％ （平 年 21％） 、発病 葉率 は 0.2％（平 年 0.8

％）で あった 。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  罹病 枝葉 は果実 への 伝染源 に なるの で剪除 する 。  

    ②  ミカ ンハ モグリ ガの 食害痕 は 病原菌 の侵入 口と なる ため本 害虫 の防除 を

徹底す る。  

    ③  罹病 性品 種では 強風 雨前に 銅 水和剤 の予防 散布 を徹 底する （薬 害軽減 の

     た めの 措置 を講じ る） 。  

    ④  防風 ネッ ト設置 など の防風 対 策に努 める。  

 

 ３． ミカン ハダ ニ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の発生 ほ場率 は 38％（ 平年 33％） 、発 生葉 率は 12.9％ （平 年 12.2％） 、

100 葉 あたり 雌成 虫数 は 38.8 頭（ 平年 42.2 頭） であっ た。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ため、 同一系 統の 薬剤 を年間 に２ 回以上 使

用しな い。  

②  薬 剤抵抗 性対 策と して 97％・ 98％ マシ ン油乳 剤の散 布を 励行 する。 ただ

し、高 温強日 射時 の散 布は薬 害が 発生し や すいう え、７ 月中 旬以 降の散 布

は果実 品質を 低下 させ るおそ れが あるの で 、散布 は７月 上旬 まで とする 。  

 

 ４． ヤノネ カイ ガラ ムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の発生 ほ場率 は０ ％（ 平年０ ％） であっ た 。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ６月 下旬 に防除 でき なかっ た 発生ほ 場では 、７ 月上 旬に 97％・ 98％ マシ

ン油乳 剤を散 布す る。  

 

 ５． チャノ キイ ロア ザミウ マ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  



  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の発生 ほ場率 は０ ％（ 平年１ ％） 、寄生 果 率は０ ％（平 年 0.1％） であ っ

た。  

    ②  予察 ほ場 （無防 除） におけ る 黄色粘 着トラ ップ によ る６月 １～ 20 日 の誘

殺数は 、由良 町 82 頭（ 平年 325 頭 ）、 有田 川町 29 頭（ 過去 ９年の 平均  

134 頭 ）であ った 。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  地域 での 発生消 長調 査の結 果 を参考 に適期 防除 に努 める。  

 

 ６． ゴマダ ラカ ミキ リ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける ６月中 旬

の発生 ほ場率 は３ ％（ 平年１ ％） であっ た 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  成虫 の捕 殺に努 める ととも に 、薬剤 を散布 する 。  

    ②  発生 の多 いほ場 では 、７月 中 旬以降 に成虫 の産 卵防 止およ び幼 虫対象 の

防除と して薬 剤を 主幹 から株 元に 散布す る 。  

 

＜カ キ＞  

 １． 炭疽病  
  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部に おけ る６ 月中旬 の発 病新梢 率 は「富 有」０ ％（ 平年 0.0％ ）、

「平核 無」・ 「刀 根早 生」０ ％（ 平年０ ％ ）であ った。  

②  ７ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発病 枝や 発病果 がみ られる 場 合は剪 除する 。  

②  密 植ほ場 や風 通し の悪い 場所 は発病 し やすい ので、 ほ場 内の 通風・ 採光

     を はか る。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

①  県 北部に おけ る６ 月中旬 の発 生ほ場 率 は「富 有」 38％（ 平年 47％） 、  

「平核 無」・ 「刀 根早 生」 24％（ 平年 15％ ）であ った。 発病 葉率 は「富

有」 1.1％（ 平年 2.4%） 、「 平核 無」・ 「 刀根早 生」 0.5％ （平年 0.5％ ）

であっ た。  

②  ７ 月の気 象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  病原 菌は 葉裏の 気孔 から侵 入 するの で、葉 裏に 丁寧 に散布 する 。  

    ②  盛夏 期に は一時 病勢 は停滞 す るが、 好適な 気象 条件 やほ場 条件 で秋季 ま

     で 二次 伝染 を繰り 返す ので、 二 次伝染 の防止 に努 める 。  

 

 ３． 円星落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 にお ける 発生ほ 場率 は 41％ （平 年 38％）、 発病 葉

率は 6.1％（ 平年 3.5％ ）で あった 。  



    ②  県北 部で は感染 時期 である ５ 月上旬 から６ 月上 旬に かけて 降水 量が平 年

並～か なり多 く推 移し た。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  子の う胞 子飛散 は、 ５月上 中 旬から 始まり 、５ 月下 旬～７ 月中 旬の降 雨

後に多 い。二 次感 染は しない 。  

    ②  薬剤 防除 は、５ 月か ら８月 ま でマン ゼブ水 和剤 、マ ンネブ 水和 剤、有 機  

銅水和 剤等を 定期 的に 予防散 布す る。  

 

 ４． 角斑落 葉病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  前年 10 月 の「 富有」 にお ける 発生ほ 場率 は 82％ （平 年 65％）、 発病 葉

率は 13.9％ （平 年 10.4％） であっ た。  

    ②  県北 部で は感染 時期 である ５ 月上旬 から６ 月上 旬に かけて 降水 量が平 年

並～か なり多 く推 移し た。  

    ③  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  分生 子に よる感 染は ５月上 中 旬から 始まり 、７ 月中 下旬ま で続 く。二 次

     感 染を 繰り 返す。  

    ②  薬剤 防除 は、円 星落 葉病に 準 ずる。  

  

 ５． フジコ ナカ イガ ラムシ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①   県北 部に おける ６月 中旬の 発 生ほ場 率は「 富有 」０ ％（平 年 21％） 、  

     「 平核 無」 ・「刀 根早 生」０ ％ （平年 ４％） であ った 。寄生 果率 は「富  

     有 」０ ％（ 平年 1.1％ ）、「 平 核無」 ・「刀 根早 生」 ０％（ 平年 0.1％ ）

     で あっ た。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹体 生育 期にお ける 防除適 期 は、ふ 化幼虫 発生 時期 である 。  

    ②  予察 ほ場 （無防 除、 紀の川 市 粉河） におけ る近 年の 第２世 代ふ 化幼虫 の

     初 発は ７月 下旬頃 であ り、次 回 の防除 適期は ８月 上旬 頃と思 われ る。  

 

＜モ モ＞  

 １． せん孔 細菌 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ６月 中旬の 発 病葉の 発生ほ 場率 は 90％（平 年 78％） で

     あ った 。発 病葉率 は 4.6％（ 平 年 5.4％）、 発病 果率 は 1.0％（平 年 5.4 

     ％ ）で あっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  防風 対策 に取り 組む 。防風 ネ ット、 防風樹 設置 ほ場 では保 守点 検を行

う。  

    ②  翌年 の伝 染源軽 減の ため、 秋 季に無 機銅水 和剤 を散 布する 。  

 

 ２． カイガ ラム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部に おける ６月 中旬の カ イガラ ムシ類 （ウ メシ ロカイ ガラ ムシ・ ク



ワシロ カイガ ラム シ・ ナシマ ルカ イガラ ム シ）の 寄生枝 の発 生ほ 場率は 10

％（平 年５％ ）、 寄生 枝率は 0.8％（平 年 0.2％） であっ た。  

    ②  ７月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹体 生育 期にお ける 防除適 期 は、ふ 化幼虫 発生 時期 である ため 、ふ化 幼

     虫 発生 盛期 から１ 週間 以内に 薬 剤散布 を実施 する 。  

    ②  県北 部の 第２世 代ふ 化幼虫 発 生盛期 は、ウ メシ ロカ イガラ ムシ が７月 ７

日前後 、クワ シロ カイ ガラム シが ７月９ 日 前後と 予想さ れる 。ナ シマル カ

イガラ ムシは 、７ 月 21 日～ ８月５ 日頃 であ る。ほ 場の主 な発 生種 に合わ

せて薬 剤散布 を行 う。  

 

＜果樹全般＞  

 １． カメム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  紀の 川市 粉河の 予察 灯での ６ 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、チャ バネ アオ カメ

ムシが 17 頭 （前 年 305 頭、 平年 141 頭 ）、 ツヤア オカメ ムシ が 16 頭（ 前

年 640 頭、平 年 266 頭 ）であ った 。  

    ②  有田 川町 奥の予 察灯 での６ 月 １～ 20 日の 誘殺数 は、 チャバ ネア オカ メム

シが 2 頭（前 年 33 頭、 過去 ８年の 平均 58 頭）、 ツヤア オカ メム シが 2 頭

（前年 295 頭 、過 去８ 年の平 均 146 頭） で あった 。  

    ③  みな べ町 東本庄 の予 察灯で の ６月 1～ 20 日 の誘 殺数 は、チ ャバ ネアオ カ

メムシ が 121 頭（ 前年 300 頭 、平 年 381 頭 ）、ツ ヤアオ カメ ムシ が 302 頭

（前年 3508 頭、 平年 1295 頭 ）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点   

    ①  ほ場 内へ の多飛 来を 確認し た ら早急 に薬剤 散布 を行 う。  

    ②  今後 の発 生動向 につ いては 、 農業環 境・鳥 獣害 対策 室ウェ ブペ ージ内 農

     作 物病 害虫 防除所 の果 樹カメ ム シ情報 や、各 地域 の振 興局農 業水 産振興  

     課 、Ｊ Ａ等 の情報 を参 考にす る 。  

 

 

 

  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

 ○ 農 業 環 境 ・鳥 獣 害対 策室 ウ ェブ ペー ジ    <農作 物病 害虫 防除所 > 

  https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070300/071400/  

boujyosyo-yosatsujyouhou.html  

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ    <わか やま 県 政ニュ ース > 

  http://wave.pref.wakayama.lg.jp/news/kensei/  

 

 ※詳 しくは 、農 作物 病害虫 防除 所の各 担 当まで お願い しま す。  

   水稲、 野菜 、花 き  

    本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）            TEL 0736-64- 2300 

   カンキ ツ  

    有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）         TEL 0737-52- 4320 

   カキ、 モモ  

     紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ） TEL 0736-73- 2274 

   ウメ  

    み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）    TEL 0739-74- 3780 

 


